令和４年度第1回本部役員・常任理事・理事研究協議会報告 
　　　　　　　　  　　　　　  　　　日　時　令和４年４月２２日（金）14:30～
　　　　　　　　　　　　　 会　場　埼玉会館・２階ラウンジ
[bookmark: _Hlk69198509]
Ⅰ　令和４年度本部役員報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
選考委員会副委員長の鷲巣亨校長より、新正副会長、及び監事の紹介がありました。

Ⅱ　新会長あいさつ、及び新役員、事務局職員の紹介　　　　　　　　　　 
　　宮尾新会長よりあいさつと本部役員（正副会長、幹事、事務局職員）の紹介がありました。　

Ⅲ　旧役員代表あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 埼玉大会の試行も兼ねています。

　　吉野前会長より旧役員を代表してのあいさつがありました。

Ⅳ　令和４年度定期総会の審議事項、報告事項について　　　　　　　　
１　令和４年度定期総会について　　　　
　　・令和４年５月26日（木）14:00～　　ZoomによるWebにて開催
    ・資料発送予定日：５月18日（水）各学校宛て
　　・参加する部会は、総会資料巻末にある名簿の分科会の区分に沿って参加してください。
　　　ただし、埼玉大会の分科会の役員は、埼玉大会に準じて参加願います。
　　・全体会は総合基地局、分科会は9つの基地局がオペレーションします。従って、分科会に参加するときは自分の所属する基地局につないでください。10班編成のブレイクアウトルームへの参加も用意されています。　
２　第１号議案   　　令和３年度　会務報告、及び事業報告について
　　八木原副会長が、昨年度の事業報告を行いました。
　　新潟大会の第一分科会では中条中学校の寺沢校長が、静岡大会では第7分科会職員研修で新曽中学
　　校の板橋校長が、それぞれWebにて提案発表を行いました。
３　第２号議案　　令和３年度　会計決算報告（一般会計、基金会計）
　　浅沼副会長が、令和3年度の一般会計報告と基金会計報告を行いました。
　　監査報告については、定期総会の時に行う。監査員：内田隆一（神川・神川）
４　第３号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　①令和４年度　運営の方針、活動の重点、研究主題について 
　　このことについては、宮尾会長が説明しました。
　　主題「新たな時代を切り拓き、よりよい社会を形成していく日本人を育てる中学校教育」
　　②令和４年度　事業計画、専門部、研究部活動計画について　
このことについては、橋本副会長橋本副会長が説明しました。
６月の埼玉大会では、脳科学者の茂木健一郎先生、1月の県中全体研修会ではガッテン寿司会長
の久志本京子様にご講演をお願いしています。
５　第４号議案　令和４年度　一般会計予算（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このことについては、小林副会長が一般会計予算を説明しました。
　　　会員数は、1減で、学校数３５４校になりました。予算総額：9,853,521円
６　第５号議案　　宣言・決議案について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　このことについて、宮尾会長から提案がありました。内容は、全日中や関ブロの宣言・決議がベー
スになっています。
７　第６号議案　　関地区中「埼玉大会」について　
　　このことについて、宮田副幹事長より説明とお願いがありました。
　（１）分科会の参加人数の枠について
　　急遽、WEB大会になり、各分科会の人数を平均化することになった。他の都県には、分科会の　　　　　　　　　　　　　  参加人数を変えることは難しいので、埼玉県内でその数合わせをしなければならない状況になった。各分科会とも最大10名の異動が必要になっている。最終的には、5月26日の定期総会の前までに提示できるよう調整したい。
　（２）役員一覧について
　　　　4月22日現在の役員一覧を提示した。退職や異動で穴のできたところ。新たな役に就いたため役職のダブりが生じた。
　　　　役職つぃては、当日の提案者が一番重い役割である。それ以外で調整していただけるとありがたい。 <(_ _)>
巻末に別紙として付しました。
ご協力、いただける方は、進んで担当の校長先生に連絡を。

　　★穴になっている役職　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　○○○○　　☞　空席
　　　　埼玉太郎　　☞　太字は役割のだぶり


　　　①教育課程の〇運営責任者、教育課程代表の準備委員
　　　　運営責任者は分科会の総合司会で重責である。準備委員はその運営責任者のおサポート役。
　　　②学習指導の記録者１、記録者２
　　　③職員研修の記録者１　　　条件整備の記録者２
　　　　記録者の役割は、分科会の提案と指導内容を、二人でA4　1枚にまとめることが役割。
　　　④条件整備の司会者
　　　　司会者は、担当する提案発表の司会を務める。質問や感想を求める程度　10分程度
· 役職がダブったところ
新しい年度になって、地区の会長のなった。すると会長として埼玉県代表としての謝辞を述べる役が付いてくる。もともと準備委員や提案者だったりすると役割が二重になってしまった校長先生が多数生まれた。原則、提案者は変更なし、周りでその校長先生をサポートすることが大切。助け合うことで絆を深くする。「私、やりますよ」と言ってくれる校長がでるとありがたい。
· 共同ホストに空欄が目立つ。
分科会のホスト役が9人います。それぞれのホスト役にサポート役を貼り付けたい。こうすることで分科会の心の負担が軽減できる。また、実際にサポートすることもある。
これも、Zoomに少々知識があったら、「私やりますよ」と声がありがたい。

Ⅴ　定期総会以外の項目
１　全日中の定期総会について、全日中北海道大会について
　　このことについて、伊藤副会長より説明がありました。
　　①全日中定期総会
第７３回全日本中学校長会Web総会について　　　　　資料：３　
　　・期日：５月１８日（水）10:00～15:30
　　・参加者：埼玉県代表：全日中代議員として９名が参加
　　　　　　　（県中本部役員：７名、さいたま市中：２名）
　　②全日中北海道大会について
　　　第73回全日中研究協議会「北海道大会」　Web大会の方向性が強い。
・期日：10月20日（木）9:30～、21日（金）9:20～
・参加者：コロナ禍での開催のため、参加人数が極端に減らされている。
　　　　　　　ア　本部役員：８名　内１人は、全体会の中で議長団を務める。
　　　　　　　イ　各地区代表：11名　原則常任理事、または常任理事が依頼した人
　　　　　　　　　入間地区（2）、埼葛地区（2）それ以外　各１
　　　　　　　ウ　各研究部代表：8名　原則各部長、または副部長
　　　　　　　エ　提案者、司会者：2名　生徒指導部：岡部愼一校長、三浦力校長
　　　　　　　オ　さいたま市中学校長会代表：４名　　合計33人　
　　　　　　　カ　分科会への参加割り当てが変更　　資料を参照
　・開催の仕方の判断：4月20日　Webの方向で調整している。
　・参加者：５月15日までに、各地区、各研究部の参加者を報告：FAX

２　諸活動費について            　　　今村幹事より                     　 
　　　 本日、該当の方には封筒の中に同封しました。確認を
　　　①常任理事：各地区活動費　　1,000円×人数分
　　　②専門部：調査、編集、人事給与、修学旅行
　　　③研究部：北海道大会の代表参加費を除く金額
　　　※①は本日の領収書のみ、②、③は1月末日会計報告の提出あり

３　令和４年度諸経費の納入について　　今村幹事より　　　　　　 
　　　※各班の代表理事の封筒に、市町村長宛ての納入依頼を同封しました。
　　　※各市町村の代表の校長先生が、市町村の窓口に持参し依頼をお願いします。　
①県中会費等の納入依頼について（県中、関ブロ、全日中会費、機関誌、便覧、自己負担金）
　　封筒の中に市町村教育委員会教育長様宛の納入依頼書を同封しました。
　市町村の代表の校長先生が委員会に出向いて担当課長さま等に丁寧に依頼
願います。
不備や不足がありましたら委員会から、直に県中事務局に問い合わせていただいても結構です。（市町村独自の書類がありますので）




　



②県中・全日中基金の拠出について（県中：20000円、全日中：15000円）
　※新会員、転入会員（中経験なし）の皆様には、各自にDM便で送付依頼済。
４　慶弔規程について　　　　　　　　　　今村幹事より　　　　　
　　　①弔意　・全日本中学校長会として生花
・県中として生花　　会員一人あたり1,000円の徴収
　　　②傷病　入院１か月程度の入院　5,000円　　　※領収書省略
　　　※情報が入りましたら、速やかに事務局へご連絡ください。

５　諸連絡　　　　　　　　　　　　　　　　渡邉幹事より
[bookmark: _Hlk69199493]① 顕彰者（71人）への感謝状、記念品の贈呈について　　5月末日自宅へ郵送　
②令和４年度給与実態調査への協力依頼　　
③令和４年度県中全体名簿について
（新会員、所属研究部等、役職等のチェック）
　　※加除訂正ありましたら県中事務局へ連絡（FAX）ください。
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